
『
大
乗
義
章
』
「
八
識
義
」

に
つ
い
て

(
吉

津
)

『大
乗

義

章

』
「八
識

義

」
に

つ

い
て

吉

津

宜

英

(

は
じ
め
に

『
大
乗
義
章
』
は
階
代
浄
影
寺
慧
遠

(五
一
三
二
-
五
九
二
)
の
著
作
で

あ
る
。
今
、
そ
の

『
大
乗
義
章
』
の
な
か
で
も
中
心
的
内
容
を
含
ん
で

い
る

「
八
識
義
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ま
で
の

「
八
識
義
」
研

究
を
み
る
と
、
後
代
の
華
厳
学
の
先
駆
と
し
て
扱
う
立
場
と
、
他
方
イ

ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
来
し
た
唯
識
教
学
の

一
派
と
し
て
心
識
説
の
歴
史

か
ら
考
究
す
る
立
場
と
の
、
だ
い
た
い
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。
そ
れ
ら

は
、
慧
遠

の
教
学
を
、

あ
る
教
学

の
先
駆
思
想
と
し
て
扱

い
、
あ
る
い

は
あ
る
教
学

へ
の
過
途
的
位
置
に
あ
る
と
規
定
す
る
か
ら
、
慧
遠

の
教

学
そ
の
も

の
の
全
体
的
研
究
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
慧
遠
の
教
学

は
、
彼
が
活
躍
し
た
中
国
南
北
朝
時
代
特
に
北
朝

(北
斉
)
か
ら
階

に

か
け
て
の
学
界
の
動
向
を
無
視
し
て
は
扱
い
え
な
い
。
そ
こ
で
慧
遠
教

学
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て

「
八
識
義
」
を
取
上
げ
、
そ
の
教
学
が
南

北
朝
か
ら
階
に
か
け
て
の
学
界
の
中
で
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
を
考
え

て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
「
八
識
義
」
の
中
で
も
特
に
対
治

邪
執
門

に
見
ら
れ
る
彼
以
前
の
種

々
の
教
学
批
判
に
注

目
し
、
そ
れ
ら
の
批
判

を
整
理
し
な
が
ら
、
彼
の
教
学
形
成
の
背
景
を

さ
ぐ
り
、
彼
の
教
学
を

南
北
朝
か
ら
階

へ
の
歴
史
展
開
の
渦
中
に
で
き
る
か
ぎ
り
還
元
し
て
、

そ
の
教
学
の
意
図
を
尋
ね
、
あ
る
視
点
か
ら
の
先
入
見
を
排
し
て
自
然

に
浮
上
つ
て
く
る
思
索
の
軌
跡
を
た
ど
り
た
い
。

二

「
八
識
義
」
の
構
成
と
対
治
邪
執
門
の
内
容

「
八
(識
義
」
は
釈
名
門
第

一
・
弁
相
門
第
二

・根
塵
有
無
門
第
三
・
大

小
有
無
門
第
四

・
真
妄
依
持
門
第
五

・
真
妄
黒
習
門
第
六

・
迷
悟
修
捨

門
第
七

・
迷
悟
分
斉
門
第
八

・
修
捨
分
斉
門
第
九

・
対
治
邪
執
門
第
十

の
十
門
分
別
よ
り
な
る
。
釈
名
弁
相
の
二
門
を
総
論
と
す
れ
ば
第
三
か

ら
第
九
は
各
論
で
、
以
上
の
九
門
を
顕
正
門
と
す
れ
ば
対
治
邪
執
門
第

十
が
破
邪
門
と
な
る
。今
特
に
こ
の
対
治
邪
執
門
第
十
に
注
目
す
る
が
、

他
の
弁
相
・真
妄
依
持
・真
妄
黒
習
の
各
門
に
も
有
人
釈
を
引
い
て
批
評

す
る
し
、
慧
遠
の
著
作
と
さ
れ
る

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
(巻
下
之
下
、

大
正
四
十
、
一
九
六
頁
以
下
)
に
も
対
治
邪
執
門

が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
も
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考
慮
し
て
整
理
す
る
。
対
治
邪
執
門
は
(1)
事
識

(
六
識
)
(2)
妄
識
㈹
真

識
の
三
識

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
邪
執
を
対
治
す
る
。
ま
ず
事
識
に
つ

い
て
は
、
六
識
の

三
異

・
断
常

・
有
無

・
心
外
に
心
数
法

(
心
所
法
)
の

有
無

の
八

つ
が
邪
執
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
毘
曇

(
ア
ビ
ダ
ル
マ
)
と
成

実
の
教
学

が
問
題
と
な
る
。
次
に
妄
識
に
つ
い
て
は
六

つ
の
邪
執
が
あ

る
が
、
第

一
は
第
七
妄
識
は
存
在
し
な
い
と
い
う
説
を
破
す
。

こ
こ
で

第
七
妄
識
主
張

の
経
証
と

し
て

『榜
伽
経
』
と

『勝
壼
経
』
と
を

引

く
。

こ
こ
に
引
か
れ
た

『
勝
髭
経
』
の

「七
法
刹
那
不
住
」

の
経
文
の

解
釈
を
め
ぐ
つ
て
、
吉
蔵
は

『
勝
蜜
宝
窟
』
(巻
下
末
、
大
正
三
七
.
 八

三
中
)
で
有
人
釈
と
し
て
慧
遠
の
説
を
引
き
、
こ
の
七
法
不
住
を
第

七

妄
識
存
在

の
証
経
と
し
て
引
用
す
る
の
は
、
慧
遠
が

『
摂
大
乗
論
』
を

見
て
い
な

い
か
ら
だ
と
批
判
す
る
。
し
か
し

「
八
識
義
」
を
み
る
と
慧

遠
が

『
摂
論
』
を
見
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
吉
蔵
の
批
判
は
直

接
は
あ
た
ら
な
い
。
た
だ

『勝
髭
経
』
解
釈
と
し
て
は
吉
蔵

の
方
が
す

な
お
で
あ
る
か
ら
、
『
摂
論
』
を
見
た
見
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、

第
七

妄
識
の
存
在
証
明
を

『勝
髪
経
』
に
読
み
と
つ
た
と
こ
ろ
に
慧
遠
の
独

創
性
が
あ
り
、
第
七
妄
識
安
立
の
苦
心
が
う
か
が
わ
れ
る
。
次
に
第
七

識
に
別
体
あ
り
と
の
説
を
破
す
。
勝
又
俊
教
博
士

(『
仏
教
に
お
け
る
心

識
説
の
研
究
』
六
七
八
頁
)
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
地
論
宗
北
道
派
の
説
と

言
わ
れ
る
。
第
三
に
七
心
界
中
の
意
根
界
を
第
七
妄
識
と
考
え
る
邪
執

を
破
す
。

第
四
は
微
細
な
第
七
識
を
鹿
重
な
六
識
所
摂

の
執
著
心
と
見

誤
る
説
を
破
す
。
第
五
と
第
六
と
は
第
七
識
の
滅
不
滅
の
問
題
を
扱
い
、

第
七
妄
識
は
終
に
滅
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
妄
心
が
真
心
を
薫
習
す

る
力
は
不
滅
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
も
真
妄
論
と
黒
習
論
と
が
表
裏

一
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
複
雑
な
議
論
を
解
く
鍵
は
第
七
妄
識
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
真
識
に
つ
い
て
は

『
起
信
論
』
の
対
治
邪
執
と
内
容
的
に
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
二
三
の
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
凡
夫
人

の
邪
執
の
申
で
、
第

一
に
真
識
を
外
道
所
取
の
神
我
と
同

一
視
す
る
説

を
破
す
所
で
あ
る
が
、
慧
遠
は

「
八
識
義
」
冒
頭
で

「
い
う
所
の
識
と

は
神
知
の
別
名
な
り
。
」
と
定
義
す
る
所
か
ら
は
じ
め
て
、
処

々
で
神

知
と
い
う
語

で
識
を
説
明
す
る
。
普
通
、
識

(
v
i
n
a
n
)
は
了
別
な
ど

と
訳
さ
れ
、
認
識

の
意
味
を
持

つ
が
、
神
知
の
別
名
と
す
る
之
か
な
り

意
味
が
異
つ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
第
八
識
を
真
識
と
し
、
し
か
も
識

は
神
知
の
別
名
と
定
義
し
な
が
ら
、
外
道

の
神
我
と
同
じ
で
は
な
い
と

主
張
す
る
。
こ
の
表
現
を
矛
盾
な
く
把
握
す
る
こ
と
が

「
八
識
義
」

の

思
想
の
根
本
構
造
理
解
に
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
真
と
か
神
と
か
の
概

念
は
老
荘
玄
学
の
世
界
の
中
心
概
念
で
あ
り
、

し
か
も
神
滅
不
滅

の
論

争
な
ど
の
思
想
戦
で
種

々
の
角
度
か
ら
論
究
さ
れ
た
。
従
つ
て
中
国
思

想
史
の
視
野
か
ら
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
真
識
に
つ
い
て
の
邪

執
で
次
に
問
題
に
な
る
の
は
真
識
を
空
無
と
執
す
る
説
を
破
す
と
こ
ろ

で
あ
る
。
『
起
信
論
義
疏
』
(
一
九
八
上
)
で
は
空
義
と
法
身
と
真
如
と
の

三
種
の
邪
解
を
あ
げ
る
が
、
「
八
識
義
」
で
に
空
義
の
み
を
か
か
げ
る
。

こ
の
考
え
は
珍
海
が

『
研
習
抄
』
(大
正
七
十
、
六
九

一
中
)
で
指
摘
す

『
大
乗
義
章
』

「
八
識
義
」
に

つ
い
て

(
吉

津
)
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『
大
乗
義
章
』
「
八
識
義
」
に

つ
い
て

(吉

津
)

る
よ
う

に

『
大
品
般
若
経
』
の
十
八
空
な
ど
を
聞
い
て
邪
執
を
お
こ
す

の
で
あ

る
。
慧
影
は

『
大
智
度
論
疏
』
(巻
+
四
、
続
蔵
一
.
 七
四
.
 三
.
 

二
○
五
左
上
)
で
法
空
に
対
し
て
智
空
を
立
て
、
そ
の
智
空
を
阿
梨
耶

識
と
し
て
い
る
。
慧
影
や
そ
の
師

『
二
教
論
』
の
道
安
な
ど
の
大
智
度

論
学
派

(拙
稿

『
北
土
智
度
論
師
に
つ
い
て
』
印
仏
研
十
七
ー

一
参
照
)
の
教

学
を
真
識
を
空
無
と
執
す
る
説
に
対
比
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
慧
遠
は
こ

れ
に
対
し
て
真
識
不
空
を
主
張
す
る
。

三

南
北
朝
諸
学
派
と
八
識
義

南
北
朝
仏
教
学
は
諸
種
の
論
を
中
心
に
学
派
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
学

派
に
よ

つ
て
展
開
し
た
。
経
典
律
文
の
研
究
は
も
ち
ろ
ん
行
な
わ
れ
る

が
、
研
究
の
主
体
は
論
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
論
書
偏
重
の
研
究
態
度

は

一
般

の
人
々
か
ら
も
批
判
さ
れ
た
し
、
後
に

『
法
華
経
』
を
中
心
に

教
学
を
展
開
す
る
智
顕
も
、
経
よ
り
も
論
を
重
ん
じ
、
論
に
よ
つ
て
経

を
解
釈
す

る
方
法
を
厳
し
く

い
ま
し
め
る

(『維
摩
経
玄
疏
』
)
。「
八
識

義
」
は
冒
頭
で
八
識
は

『
樗
伽
経
』
に
出
つ
と
し
な
が
ら
も
、

そ
の
主

要
な
教
理

は

『起
信
論
』
に
よ
り
、
し
か
も
前
節
に
あ
げ
た
種
々
の
問

題
点
か
ら
考
え
る
と
、
南
北
朝
仏
教
を
い
う
ど
る
諸
種
の
論
宗
の
教
学

が
根
底

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
ず
毘
曇
学
と
成
実
学
に
つ
い
て
。
「
二
諦
義
」
中
の
四
宗
判

に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
共
ハ
に
小
乗
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
が
、
智
顕
や
吉
蔵

の
よ
う

に
数
論
と
く
つ
つ
け
て
呼
称
す
る
こ
と
は
な
い
O
『大
乗
義
章
』

全
体
は
毘
曇
と
成
実
と
大
乗
と
の
比
較
研
究
が
主
要
な
内
容
で
あ
る
。

今
の

「
八
識
義
」
対
治
邪
執
門
で
も
事
識
の
所
で
は
毘
曇
と
成
実
の
教

学
を
ふ
ま
え
て
の
議
論
で
あ
つ
た
。
中
国
仏
教
史
に
お
け
る
毘
曇
学
信

安
世
高
の
時
代
以
来
古
い
伝
統
を
持
ち
、
釈
道

安
が
学
会
の
長
老
で
あ

つ
た
符
秦
時
代
の
長
安
は
毘
曇
学

の
全
盛
で
あ

つ
た
が
、
次
の
銚
秦
時

代
は

一
転
し
て
羅
什
三
蔵
に
よ
る
般
若
空
観
仏
教
が
盛
ん
で
、
毘
曇
学

は
下
火
に
な
る
。
し
か
し
北
魏
か
ら
東
魏
北
斉

に
か
け
て
郷
都
を
中
心

に
志
念
な
ど
の
活
躍
で
再
び
毘
曇
学
が
興
る
。
成
実
学
は
梁
の
三
大
法

師
な
ど
に
よ
つ
て
成
論
大
乗
学
と
し
て
展
開
さ
れ
、
ま
た
北
地
で
も
成

実
学
は
盛
ん
で
あ
つ
た
。
後

の
玄
莫
三
蔵
の
初
期

の
参
学
を
見
る
と
、

こ
れ
ら
北
地
の
毘
曇
成
実
両
学
の
根
強
い
研
究

の
跡
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

こ
れ
ら
両
学
は
慧
遠
に
と
つ
て
も
眼
前

の
時
代
教
学

で
あ

つ
た

(拙
稿

『中
国
仏
教
に
お
け
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
の
系
譜
』
印
仏
研
十
九

-

一
)
。毘
曇
成
実
両
教
学
の
ア
ビ
ダ

ル
マ
的
組

織
と
内

容
が

『
大
乗

義
章
・』
全
体
の
根
底
を
形
成
し
て
い
る
。
今
の

「
八
識
義
」
で
も
特
に

心
意
識
説
に
関
し
て
慧
遠
の
思
索
の
基
盤
と
な

つ
て
い
る
。

次
に
勝
又
博
士
の
御
指
摘
の
北
道
派
の
説
を
批
判
す
る
問
題
で
あ
る

が
、
北
道
派
に
属
す
る
著
作
が
な
い
の
で
研
究

を
進
め
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
地
論
南
北
二
道
両
派

の
説
の
違

い
を
摘
出
す

る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
イ
ン
ド
の
世
親
の

『
十
地
経
論
』
を
所
依

と
す
る
地
論
教
学
の
歴
史
と
教
理
と
の
全
体
性

と
特
殊
性
と
を
明
ら
か

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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次
に
智
度
論
学
に
つ
い
て
。
階
代
文
帝
が
勅
任
し
た
五
衆
主
の
中
に

地
論
や
浬
繋
と
な
ら
ん
で
大
論
衆
主
が
あ
る
こ
と
か
ら
大
論
学
の
隆
盛

が
わ
か
る
し
、
智
顕
や
吉
蔵
の
教
学
形
成

へ
の
影
響

の
大
き
さ
は
先
学

に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
問
題

の

「
八
識
義
」

の
成
立
の
背
景

に
大
論
学
が
あ
る
と
は
積
極
的
に
は
い
え
な
い
が
、
第
七
妄
識
な
し
と

の
邪
執
や
、
真
識
を
空
無
と
す
る
邪
執

へ
の
批
判
は
、
四
宗
判

で
い
え

ぱ
第
三

の
不
真
宗
す
な
わ
ち
般
若
空
観

の
教
学
を
予
想
し
て
は
じ
め
て

理
解
さ
れ
る
。

次
に
弁
相
門
第
二
で
引
か
れ
る
有
人
釈

(五
三
一
中
)
が
曇
延
の

『
起

信
論
疏
』
の
説
で
あ
る
点
に
つ
い
て
。
『
起
信
論
』
に
つ
い
て
は
撰
述
翻

訳
を
め
ぐ

つ
て
、
以
前
に
深
刻
な
論
争
が
あ

つ
た
。
そ
れ
も
大
き
な
問

題
で
あ

る
が
、
「
八
識
義
」
の
思
想
の
根
幹
に
『
起
信
論
』
が
あ
る
こ
と

は
明
ら

か
だ
し
、
『
起
信
論
』
の
注
釈
と
し
て
曇
延
の
も
の
が
慧
遠

の

も
の
に
先
行
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
で
曇
延
の
注
釈
と

慧
遠

の
そ
れ
と
の
比
較
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
曇
延

・
慧
遠

・
元
暁

・

法
蔵
な

ど
諸
家
の
注
釈
史
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
つ
て

『
起
信
論
』
の
内

容
の
取
捨
撰
択
、
意
味
の
添
加
増
広
が
行
な
わ
れ
て
ゆ
く
過
程
、
そ
の

内
容
の
変
容
に
注
目
し
た
い
。
先
に
慧
遠
が
曇
延

の
説
を
批
判
す
る
所

は
三
細
六
轟
と
心
意
識
と
の
組
合
わ
せ
に
お
け
る
意
見
の
食

い
違

い
で

あ

つ
て
、
第
七
妄
識
証
明
の
た
め
に
は
慧
遠
に
と
つ
て
は
重
要
な
点
で

あ
つ
た
。

最
後
に

『
摂
大
乗
論
』
で
あ
る
が
、
慧
遠

の
他

の
著
作
あ
る
い
は

『
大
乗
義
章
』
の
他

の
義
門
に
も

『
摂
論
』
の
引
用
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
。
「
八
識
義
」
に
特
に
引
用
が
み
ら
れ
る
。
『続
高
僧
伝
』
が
伝

え
る
よ
う
に
慧
遠
が
長
安
で
曇
遷
の

『
摂
論
』

の
開
講
を
聴
受
し
た
と

す
れ
ば
、
慧
遠

の

『
摂
論
』
の
引
用
す
る
こ

と
に
何

の
不
思
議

は
な

い
。
た
だ
引
用
が
あ
る
か
ら
地
論
学
の
慧
遠
が
新
興
の
摂
論
学
の
影
響

を
受
け
た
と
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四

ま
と
め

以
上

「
八
識
義
」
に
見
ら
れ
る
諸
批
判
を
手
が
か
り
に
慧
遠
の
意
図

を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
。
第
七
妄
識
の
存
在
が
問
題
解
明
の
た
め
の
鍵
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
内
容
の
更
に
深
い
考
察

は
他
日
に
期

し
た
い
。

た
だ

「
八
識
義
」

の
成
立
が
、
毘
曇

・
成
実

・
智
度
論

・
.
 
地
論
の
別
流

と
し
て
の
北
道
派

・
起
信
論

・
そ
し
て
新
来
の
摂
論
な
ど
南
北
朝
時
代

の
各
種

の
論
宗
を
広
く
批
判
的
に
摂
取
し
た

一
種
の
総
合
を
成
し
と
げ

た
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
諸
論
宗
に
対
し
て
自

己
独
自
の
立
場
を
示
し

た
と
言
え
よ
う
。
従
つ
て
研
究
の
方
向
と
し
て
は
先
に
列
挙
し
た
各
学

派
の
教
学
を
浮
き
ぼ
り
に
し
つ
つ
慧
遠
の
教
学

に
ひ
き
く
ら
べ
、
更
に

同
様
に
南
北
朝
教
学

の
総
合
と
批
判
を
な
し
た
智
顕

・
吉
蔵
と
の
同
異

を
明
確
に
す
る
、
縦
横
の
分
析
が
要
請
さ
れ
る
。

『
大

乗
義
章
』
「
八
識
義
」

に
つ
い

て

(
吉

津
)
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